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1.終末ケアをきっかけに家族それぞれが本人のた
めに演じることで、少しずつ変わっていく様子が印
象的だった。民代本人もその家族の芝居を気付かな
いふりをすることで、当時、夫に対して演じたこと
が夫にはちゃんと解っていたことに気づく。何もで
きないもどかしさに家族は自問自答し悩んでしま
うが、本人のためにやったことが正解だったかどう
かは、自分が最期を迎えるときにようやく答えを知
るのだと感じた。本人の希望することに合わせて家
族がやったことは最終的には正解として落ち着く
のだと感じた。（OT） 

1. 演じることは下手なので、本音で話せる関係を
作りたいと思います。2. 本音で聞いてみることを
やってみようと思う。（介護支援専門員） 

1. 父を在宅で看取りました。本人に伝える難しさ、
もっと良い風に送れたのでは？映画を見て改めて
考えさせられました。（その他） 

1. 一緒にいることで感じる何かを、それぞれが考
えながら見ることができる作品だと思いました。2. 

今、感じていることと、その時に感じることは、き
っと違うだろうなと考えました。だから、今は考え
なくても良いかな・・・。（その他） 

1. 今回２回目でした。死期が近くなることで、家族
の本人への思いやりと、本人の家族への思いやりが
それぞれ大きくなり、結果的にそれが「演じる」と
いうことなのかと感じました。それは、在宅で看取
るという選択をすることで、思いやる時間とそれを
共有する時間が持てるのだろうと思いました。2. 

やはり、死期が近くなってどうするのかではなく、
このような映画を観ることで家族でどのような最
期を過ごせるかの理想を共有しておくべきだと思
いました。（その他） 

1. こんな綺麗な映画にあえて良かったです。演じ
ることを意識しなくても、本音と演技はしていると
思いました。自分の最後をどのようにするのか、大
切なことだと思います。2. 今の感じた気持ちを、家
族に伝えてみることから始めればと思いました。何
気ない会話の中に伝わるものもあるのかもしれま
せんし。3. どのような生き方をしていくのか、どう
最後を迎えるのか、利用者に向きあうときに大切に
していきたいです。（介護支援専門員） 

1. 穏やかに死ねることは、逝く人にとっても、残さ
れる人にとっても幸せなことですね。誰もが幸せな
死を迎えられたらいいなあと思いました。2. 普段
はなかなかきっかけが作りにくいと思います。例え
ば誕生日にとか（毎年でなくても5年ごととか）に
するのはどうでしょうか？（その他） 

1. あらためてACPについて考える機会になった。
自宅で看取るには家族も覚悟がいるので、それを支
えられるようになりたいし、自分が看取る立場にな
った時も親身に支えてもらえる人が近くにいると
心強いと感じた。2. 正解はないと思うので、よりそ
う姿勢を常に意識して関われたらと思う。3. 映画
はあっという間に見終わりました。とてもよかった
です。映像も素敵ですし、俳優さんも味があってよ
かった。内容も複雑すぎずよかったです。実際の看
取り現場ではドロドロすることもあると思います
が、それを出しすぎると思考停止になりそうな気が
します。ハッピーな感じの映画で安心感がありまし
た。（OT） 

1. 息子さんの本音のところ泣きました。普段から
本音が言えておりません。最期でなく普段から本音
を伝える事、話すこと、大事だと思いました。2. 講
演のスライドにもありましたが、家族に負担をかけ
たくないという思いから、施設や病院で最期を迎え
たいと思っておりましたが、自然な形で、その時に
感じた思いを伝え、素直に自分に正直に、自分の思
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1. 映画を観て、感じたことや、新たな気づきはどんなことでしたか？ 
2. 映画を観て、人生の最期のときをどう迎えるか、どう家族や周りの人と話したらよいか、考えたこと

があれば教えてください。 
3. その他 
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いに無理せず最期を迎えることができたらと思い
ます。3. この研究会に参加させていただき感謝で
す。参加者の皆さんの熱い思いに触れることができ、
とても勉強になったというか、、、うまく言えません
が、感動しています。ありがとうございました。（そ
の他） 

1. 初めて視聴させていただきました。互いを思っ
て演技する事、演技の中だからこそ出せる本音もあ
る事、上手く表せませんが切ない気持ちになりまし
た。2. その時が来た時にどうするべきか、それを考
えておく事が大事だと考えるきっかけになったか
と思います。（薬剤師） 

1. 自分の祖父母に長く自宅で過ごして欲しくて介
護のプロになろうと思い介護福祉士になりました。
就職してすぐに祖父母は病院で亡くなりました。現
場で２０年働いたのち、今年の 4 月からケアマネ
ージャーとして働いています。在宅で過ごしたいご
利用者の希望が叶えられるよう、制度など学んでい
く事はもちろん、一人ひとりに寄り添えるケアマネ
ージャーになりたいと思いました。2. 自分が親の
介護をする事に対しては何とも思いませんが、排泄
ケアや認知症の方への対応の大変さを経験してい
るので、自分の子供たちには自分の介護はさせたく
ない、と思っています。3. ケアマネージャーとして
まだまだ知識経験共に不足しており、研修等に参加
しても、聞く事で精一杯ですが、また参加させてい
ただけたらと思います。ありがとうございました。
（介護支援専門員） 

1. この映画ではしっかりと本人の意思が反映され
て家族に見守られながら自宅で最期を迎えること
ができており、非常に幸せな形の最後を迎えること
ができたのかなと、ハッピーエンドにはならない現
実はありますが、ひとつの理想として家族が目指す
形なのかなと思いました。映画のストーリーとして
は、看取る側の家族はそれぞれの問題はあっても悲
壮感を感じさせず、どうしたら心残りがないだろう
かと一生懸命考えて演じるというやさしさを見せ、
看取られる患者は家族の演技を理解した上で受け
入れ、気づいていないという優しい演技をしたまま
最期を迎えられたということで非常にほっこりと
しました。私たちは在宅で家族の状況によって演じ
ながら接しているのだなあと再確認しました。また、
自身の近親者で死別の場面を経験していると感情

を投影しやすく私自身もいろいろとそのころ感じ
たことを思い出しました。2回目なのですが、引き
こもりの高齢化、不登校などの社会問題も絡んでい
て、毎回様々な視点で何度も見れる、ある意味スル
メの様な映画だと思います。また見たいです。2. プ
ライベート空間に入って本人や家族と接する時間
が比較的長いため、探り探りながらもそういう話を
少しづつすることはあります。ただ、実際に自分の
死について実感の湧いていない人に対してまた家
族に対してACPについてどのように伝えていくの
か日々悩み考えながら仕事をしています。私自身は
家内に対して折を見ながら最後はどうしたいかと
いうことは伝えています。3. 是非、機が熟したら次
回作を作って欲しいです。楽しみにしています。（そ
の他） 

1. 現在、実際にターミナル期の方を担当させてい
ただいていますが、ご本人は『家族に迷惑をかける
から』となかなか話せないようです。私たちに何が
出来るかを考えさせられました。2. 私に何かあっ
たら、私の意向を家族に伝えてと言いやすい人に伝
えておく。（主人など）手紙に残しておく。3. 状態
が悪化したときにご家族・看護師・主治医・ケアマ
ネとでターミナル期についての話し合いをしまし
た。ご家族様は初めてのことで「怖い」と言われ事
業所の泊りサービスを利用したいと希望があり、訪
問診療の時に自宅に戻るという形で話がすすみま
した。（この時はご家族様の意向が主になってしま
っています）私たち介護・看護職は、「あの時の話
し合いはこれでよかったのであろうか？」「ご本人
の気持ちは？」「ご家族の意向だけで事が運ばれて
いないか？」という意見が出ました。そこで、ご本
人様に想いを聞こうということで、何度か話をしま
したが、最期の話になるとご本人様は口を閉ざして
しまわれます。個室でゆっくりと話をしたほうが良
いか環境の問題があるか。職員との信頼関係がある
か。ご本人が家族に迷惑をかけたくないから話をさ
れないのかなど色々と考えました。1回だけではな
く普段の会話の中で本当の気持ちはどうかを聞く
ことが出来るよう取り組みました。そしてある日、
ご本人様との会話途中で『もう、冥土が近いですか
ら。』と言われた事をきっかけに、「では最期はどこ
で迎えたいですか？」「どのような形で迎えたいで
すか？」など踏み込んで質問をしてみたところ、ご
本人様が『自宅で家族に囲まれて最期を迎えたい』
とご自身の気持ちを話してくださいました。そのこ
とをご家族様にもお伝えし、ご家族も『母の気持ち
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が良くわかりました。人一倍気を遣われる人なので、
初めは家族に迷惑をかけるからと話さなかったの
でしょうね。でも、ケアマネさんからその話をきい
て、兄弟にも母の気持ちを伝えました。最期は兄弟
もよんで家族みんな揃って手を握って送ってあげ
たいと思います。」と話してくださいました。ご本
人も「ありがとう」と満面の笑みでした。このよう
に、信頼できる介護職・ケアマネ・看護師等にご本
人が本音を話してくださったとき、ご家族にもご本
人の気持ちをお伝えし、どのようにしたらご本人の
思いを実現できるか、実現できなくても少しでも近
づけるためにはご家族・関係者に何が出来るかを一
緒に考え、少しでもご家族の不安をやわらげながら
（このようにサポートすると具体的にお伝えする）
後悔のない看取りが増えていけば良いなと支援を
行いながら日々感じています。（介護支援専門員） 

1. 映画を見て、４９歳で亡くなった母の闘病の姿、
８９歳でコロリと亡くなった父、日中戦争の激戦地
を生き抜いて１０３歳まで生きた義父などを思い
ました。死は生の一部、死は生の完成、そういった
ことは子や孫とも話していきたいと思っています。
2. 映画を見て、兄が脳梗塞を起こしたとき、連れ合
いと３人の子は、父らしい生き方は何かを話し合っ
て、延命治療をことわりました。兄の生き方を家族
が理解していたのだと、その家族のあり方を嬉しく
思いました。我が家でも、連れ合いは献体登録をし
ていて、死とか死後の世界のことをよく話します。
私も介護の時は、本人とも、家族とも、介護者とも、
そのような話ができる機会をとらえるようにして
います。（介護福祉士） 

1. 理想的だと思いました。私は病院から在宅看取
りを希望された方を地域支援者に繋げる側です。意
思決定ができる間に話ができる方もあれば、入院後
直ぐに状態不良となり、本人の意思確認ができず看
取りになる方もあります。病院の医師の中には、寝
たきりや介護度が高くなると、「家では無理でしょ
う」と家族に言い、医療者間カンファレンスでも言
われ、最初から在宅の話をされない方もあります。
しかし、家族は連れて帰りたいと言われ、在宅看取
り調整をしたこともあります。地域医療者、支援者
の方々、家族、それを取り巻く様々な方々の協力が
あっての支援だと思います。映画を観ながらそんな
ことを思い出しました。2. 私はいつも、「長生きし
たいと思っていないから」と、家族に話しています
が、最期をどこでとはまだ話していません。いつど

うなるかわからないので、終活ノートも書き始めま
したが、なかなか進みません。（看護師） 

1. 時間も内容もちょうど良いと感じ観させて頂い
て良かったです。死について自分事としてみつめる
ことで今を精一杯生きることにつながり自分らし
く人生を後悔なく過ごせると感じました。2. プラ
スの死生観を持っていますのでしっかり考えて周
りの方とも話をしていきたいです。（介護福祉士） 

1. 全体の映像がふわっとしていて、見終わった時、
心が静まるように感じました。2. 機会があれば、常
に意識していて、話題にするようにしている。3. 私
は歯科衛生士です。いつも食べる話から食べられな
くなったら、またその先のことを話しています。（歯
科衛生士） 

1. 亡くなっていく方も演じているかもしれないと
いう考え方。全ての人ではないと思いますが、ハッ
と気付かされる部分でした。2. 多くの人を看取り
ましたが自分の事はあまり考えてないのが正直な
ところです。（医師） 

1. 演じるというテーマについて自身で考えること
ができた。わがままや我慢など自分と関係者に存在
するので、実際には色々と難しさを感じます。2. ま
だ本音で話せていない。まだ必要と感じていないこ
とが良くない気もします。いつなにが起こるかわか
らないとは気づいています。（薬剤師） 

1. 引きこもり、片親など現代社会を象徴するよう
な家族で、看取りとは程遠いと思っている人にも響
きやすい内容だと感じました。2. 実家を離れ、叔母
の他界の際は、20 年近く前の記憶しかないのが後
悔。（その他） 

1. これから考えてゆきたいと思います。3. 緊急時
については子供達に伝えておりますが、新たな
Themeをいただきました。（看護師） 

1. 今回で 2 回目の視聴です。1 回目はひきこもり
の息子や不登校の孫、末期癌などネガティブな要素
にまず目が行って自分の立場に置き換えてもしこ
うなったらどうするだろうと色々考えさせられま
したが、2回目は登場人物ひとりひとりの事をもっ
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と客観的に見られ、ポジティブな要素も色々感じ取
れました。良い最期、良い看取り、考えれば考える
ほど難しいです。2. 自分の人生の最期のときは、き
っと周りの家族や友人など「生」が続く方たちが少
しでも悲しまないよう、気分がラクになるよう演じ
ると思うが、自分の周りに「死」について軽く話す
だけでパニック過呼吸になるくらい「死」を恐れて
いる人もいるので難しい問題だと思う。（軽度の発
達障害があるかもしれないが、そういう話だけは冷
静にすることができない）（薬剤師） 

1. 家族のきずなというものを感じました。2. 最近
父が調子が悪いとよく言っているため、しっかりこ
れからの事を話していきたいと思いました。（OT） 

1. 一度目は 40 分の中にたくさんの課題がつまっ
ていて何に焦点を当てて考えればいいのかわかり
ませんでした。今回は"演じる"ことに焦点をあてて
視聴することが出来ました。告知をうけても、うけ
てなくても周囲は演じることが必要と感じました。
2. 自分のことは夫や子供に伝えておくことは出来
ると思うが親や親族、高齢者に対してこちらからど
う切り出していけばいいかまだ答えは出ません。
（介護支援専門員） 

1. 最期のときが近い方は、演技をしたりまだまだ
大丈夫だと言っても気づかれてることが多いのか
なと感じた。2. 自分のときは家族に伝えたいこと
を全て伝えたいと思った。まじめな話を避けてしま
いがちになるが、しておかなくてはいけないと思っ
た。（薬剤師） 

1. 前回拝見させて頂いた後にテーマとして「演じ
る」があるとうかがっていたので今回は別の視点で
考えることが出来ました。最期に立ち会うにあたっ
て毎回正解は違うと思うので正直に接するのか演
じる必要があるのか考え続ける必要があると感じ
ました。今回「演じる」というテーマで見ていまし
たが、一番演じていたのは民代さんと言われるまで
患者本人が演じていることに気付けませんでした。
自身がその立場になる前に気付く機会がありよか
ったです。2. 最期を迎える時には必ずしも話し合
える状態ではないかもしれないので事前に備えて
おくことが理想だと思います。あとは話し合うにあ
たっての気恥ずかしさ等があるので今回の映画の
ようなきっかけを話し合いたい方と見れると良い

のではないかと思います。（薬剤師） 

1. 映画の作成などについての話が聞けて良かった。
2. 考えがあれば繰り返し家族に伝える必要あり。
私の母は胃ろうするなと繰り返し言うので「胃ろう
するな」と腹に入れ墨するよう返しています。3. 看
取り、死亡確認について入院で見ていた時と在宅で
看取りをした時の感情の違いはその通りだと思い
ました。今は在宅看取り出来たら良いことをした。
やり切った。という感情を持ちます。（医師） 

1. 演じることの大切さを改めて感じました。2. 歳
をとると「どういう死に方で亡くなっていくか」を
考えるようになってくる。こういう点では生も大事
であるが死もとても大事なもので「生きている人が
死ぬ」という連続したものではなく、死は生と独立
して厳然として存在しているとあらためて感じま
した。（医師） 

1. 一人で看取りせず大勢で取り組むと気が楽にな
りゆっくりできるかも知れない。2. 超高齢者の場
合は、自然に最期を迎えられるようですが、若い方
の場合は苦痛、呼吸苦など状態が悪く在宅では難し
いのではないかと思います。（医師）  


